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比抵抗二次元探査を利用した埋土層の分布状況調査 
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地盤よりも含水量が多い。 

◎比抵抗二次元探査… 

図-4.3 に，Ｂ測線における

比抵抗二次元探査結果の概

略図を示した。D-4 から B-3

地点にかけて，  100Ωｍ以

下の低比抵抗値を示す範囲

が G L-8～9ｍ付近まで認め

られる。 これは埋土層が粘

性土を主体とし， 自然地盤

との比較で相対的に含水量

が多いことに起因している

と考えられる。Ｄ-3地点の  

1．はじめに 道路建設予定地に，軟弱な粘性土で埋め立てら

れた地盤があることが判明したため，埋土層 の分布範囲・

深度を事前に把握する必要性が生じた。 本報告は，埋土の

分布状況調査にボーリング・動的貫入試験・比抵抗二次元探

査を併用した事例を報告するものである。 

2．地形・地質概要 調査地は自然堤防背後の堤内地である。

第三紀鮮新世の固結シルト・砂層（ともにＮ 値 50以上）の

互層を基盤とし，上位に沖積層の礫・ 砂・泥が堆積してい

る。埋土層は，この沖積層の礫を 粗骨材として採取した後

に埋め戻されたものである。 

3．調査方法・数量 調査は図-3．1に示す手順で実施した。

調査数量は，ボーリング：8箇所，動的貫入試験 10箇所，比

抵抗二次元探査：3測線計 560m である。 

 

高比抵抗部は，施工済みの路盤に相当する。Ａ測線・Ｃ

測線においても，低比抵抗値を示す範囲が認めら れ，

第一次ボーリングの結果と良く一致した。 

◎第二次ボーリング…比抵抗二次元探査の結果を基 

に，埋土と自然地盤の位置を選定し，第二次ボーリン 

グ（B測線では動的貫人試験）により確認を行った。 

深度が浅いため，動的貫入試験のＮd 値≒Ｎ値とし， 

埋土層の標準貫入試験結果からＮd 値≦10 の範囲を埋 

土層と判断した（図-4.4 参照）。この結果，B測線に お

ける埋土層の深度は，D-3地点でGL-7.5ｍ,D-4地点 で

GL-7.2ｍであった。 

5．考察 比抵抗二次元探査とボーリング（B）・動的 貫

入試験(D)の結果を比較すると表 5.1のようになる。 

 

表-5.1 想定される埋土層深度の比較 
埋土層の深さ(ｍ) D-3 D-4 B-3 
比抵抗二次元探査 不明 8.4 8.4 

  
ボーリング 

動的貫入試験 
7.5 7.2 6.2 

図-3.1 調査手順 
 

 

4．調査結果 

◎聞取り調査…聞き取り調査結果は図-4．1に示した。 

◎第一次ボーリング 

代表として B-3 地点の柱状図を図-4．2に示した。 

埋土層は GL-6.2ｍまで分布しており，土質は砂質シルト～粘

土を主体とし，不均質に砂・礫を混入する地層で含水量は多

い。 また，最下部は粗砂が分布している。 Ｎ値は粘性土部

分で３～６，砂部で 11を示した(ただし，礫打ち部を除く）。 

GL-6.2ｍ以深は自然地盤である。GL-6.2～-7.5m は沖積砂礫

層であり，φ100 ～150mm の玉石が点在する。Ｎ値は46～50

以上を示  した。GL-7.5m 以深は固結シルトが確認され，

Ｎ値は 50以上を示した。地下水位は，GL－3.5m付近にある。 

また,土質標本の観察により，埋土層は明らかに自然 

 

 

Ｄ-3 地点は最上部に施工済みの路盤（空隙大）が分

布しているため， 下位の埋土層を低比抵抗部として検

出できていない。Ｄ-4 地点については比較的良く一致

している。ボーリングのＢ-3 地点では，埋土層の下位

に堆積している沖積砂礫層が地下水位以下であるため

低比抵抗部として検出されていると考えられる。 

6．おわりに 埋土層と自然地盤の電気的特性の差に 

着目し，比抵抗二次元探査とボーリング・サウンディ 

ングを併用することにより効率的かつ経済的に埋土層 

の分布範囲・深度を把握することができた。問題点と 

して、D-3 地点のような高比抵抗値を示す地層が上位 

にある場合，下位の低比抵抗値部を見逃す可能性があ

る。このことから，比抵抗二次元探査の適用に際して 

は，地盤条件（特に電気的特性）に注意が必要であ

る。 



 




